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本
年
一
月
二
九
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
豊
島
区
庁
舎
セ
ン
タ
ー
ス
ク

エ
ア
で
開
催
し
た
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
収
蔵
品
展

２
０
１
６
〜
」
に
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
島
区
の
美
術
作
品
と
い
え
ば
、
ま
ず
最
初
に
小
熊
秀
雄
の
《
夕
陽
の

立
教
大
学
》
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
区
の
所
蔵
品
第
一
号
で
あ
り
、

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
を
多
く
ご
覧
い
た
だ
き
、《
夕
陽
の
立
教
大
学
》

は
展
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
熊
秀
雄
も
重
要
な
作
家
で
す
か
ら
、
顔

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
コ
ー
ナ
ー
に
作
品
を
並
べ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

小
熊
の
風
貌
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
か
に
《
激
情
（
自
画
像
）》

と
い
う
イ
ン
ク
で
描
か
れ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。
ガ
ラ
ス
に
自

ら
の
こ
ぶ
し
を
打
ち
込
み
、
血
を
飛
び
散
ら
せ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は

池
袋
の
行
き
つ
け
の
飲
み
屋
の
看
板
娘
に
袖
に
さ
れ
た
た
め
の
行
動
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
作
も
、
作
家
た
ち
が
行
き
交
い
、
熱
気
が
渦
巻
く

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
く
れ
る
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
詩
人
で
も
絵
か
き
で
も
あ
っ
た
小
熊
の
油
彩
作
品
は
、
ほ
ん
の
数
点

し
か
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
紙
に
イ
ン
ク
で
速
写
し
た
こ
の
よ

う
な
作
品
は
、
劣
化
し
や
す
く
取
り
扱
い
が
難
し
い
の
で
す
が
、
比
較
的

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、《
夕
陽
の
立
教
大
学
》
は
現
在
、「
画
家
の
詩
、
詩
人
の
絵
」
と

い
う
展
覧
会
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
四
月
九
日
か
ら
六
月

一
二
日
ま
で
足
利
市
立
美
術
館
で
、
そ
の
後
小
熊
の
出
身
地
北
海
道
で
は

函
館
美
術
館
に
巡
回
し
ま
す
。
所
蔵
品
は
、
こ
う
し
て
旅
に
出
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（美
術
・
小
林
）
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探
偵
小
説
家

　大
お
お
し
た下
宇う

だ

る
陀
児

【
宇
陀
児
の
生
い
立
ち
】

今
年
、
生
誕
一
二
〇
年
、
没
後
五
〇
年

を
迎
え
る
探
偵
小
説
家
の
大
下
宇
陀
児
は
、

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
一
月
一
五
日
に

長
野
県
上か

み
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
箕み

の
わ
ま
ち

輪
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

九
州
帝
大
工
学
部
を
卒
業
後
、
農
商
務
省
の
臨

時
窒
素
研
究
所
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
四
月
、
雑
誌
『
新
青
年
』
に

処
女
作
「
金
口
の
巻ま

き
た
ば
こ

煙
草
」
を
発
表
し
ま
す
。

宇
陀
児
よ
り
二
年
先
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
江え

ど
が
わ

戸
川

乱ら
ん
ぽ歩
ら
と
共
に
、
日
本
の
創
作
探
偵
小
説
の
勃

興
期
か
ら
活
躍
し
、「
市
街
自
動
車
」
や
「
蛭ひ

る

川か
わ

博
士
」
等
の
作
品
を
次
々
に
発
表
、
一
躍
人

気
作
家
と
な
り
ま
す
。
全
盛
期
に
は
一
か
月
で

最
高
二
七
〇
枚
の
原
稿
を
執
筆
し
、
こ
れ
ま
で

に
長
短
編
合
わ
せ
三
百
作
品
以
上
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

創
作
活
動
以
外
に
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
二
十

の
扉
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
解
答
者
を
務
め
る
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。

【
豊
島
区
の
二
大
探
偵
小
説
家
】

宇
陀
児
が
池
袋
の
東
口（
雑
司
ケ
谷
五
丁
目
）

に
転
居
し
て
き
た
の
は
、一
九
三
四
（
昭
和
九
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、
三
十
年
間
に
わ
た

り
、
同
地
に
住
み
続
け
ま
す
。
偶
然
に
も
時
を

同
じ
く
し
て
池
袋
の
西
口
（
池
袋
三
丁
目
）
に

は
江
戸
川
乱
歩
が
転
居
し
て
き
ま
す
。
二
人
の

自
宅
は
徒
歩
一
五
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
宇

陀
児
は
犬
の
散
歩
が
て
ら
乱
歩
邸
に
立
ち
寄
り
、

乱
歩
も
宇
陀
児
の
家
に
訪
れ
て
は
将
棋
を
指
す

な
ど
、
両
者
は
お
互
い
の
家
を
行
き
来
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

【
感
情
の
探
究
者
】

宇
陀
児
の
作
風
は
、
社
会
風
俗
を
巧
み
に
取

り
入
れ
、
犯
行
動
機
や
人
間
心
理
を
丁
寧
に
描

く
も
の
で
、
犯
罪
小
説
の
先
駆
と
な
る
よ
う
な

作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

乱
歩
は
宇
陀
児
に
対
し
、「
我
々
探
偵
作
家

の
仲
間
で
、
感
情
や
雰
囲
気
に
興
味
を
感
じ
、

そ
の
取
扱
い
に
優
れ
て
い
る
点
で
、
大
下
君
の

右
に
出
ず
る
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
は
一
面
で
は
実
に
行
届
い
た
「
人
情
」
の
作

家
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
日
常
的
で
な
い
、
尋

常
で
な
い
「
感
情
」
へ
の
広
い
範
囲
に
亙
っ
た

熱
心
な
探
検
家
で
も
あ
る
。」（『
読
売
新
聞
』

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
四
月
三
十
日
）
と
評

し
て
い
ま
す
。

〈
誰
も
私
は
羨
ま
な
い 

誰
も
私
を
羨
ま
な
い
〉

こ
れ
は
、
宇
陀
児
が
色
紙
に
書
き
記
し
た
言

葉
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、ミ
ス
テ
リ
ー
（
謎
）

の
要
素
が
重
視
さ
れ
る
探
偵
小
説
界
に
お
い
て
、

人
間
の
感
情
を
追
及
す
る
こ
と
を
信
念
と
し
、

独
自
の
路
線
を
突
き
進
ん
だ
宇
陀
児
の
想
い
が

表
れ
て
い
ま
す
。

　（文
学
・
マ
ン
ガ

　安
達
）

かたりべ
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『
か
た
り
べ
』
一
一
九
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
郷
土
資
料
館
が
休
館
し
、
事

務
所
が
南
大
塚
に
移
転
し
て
、
は
や
三
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
去
る
一
月
二
九
日
よ
り

二
月
五
日
ま
で
、
本
庁
舎
と
し
ま
セ
ン
タ

ー
ス
ク
エ
ア
に
て
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〜
収
蔵
品
展
２
０
１
６
〜
」

を
開
催
し
、
職
員
は
そ
ち
ら
に
出
向
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
区
民
の
方
々
に

も
「
郷
土
資
料
館
仮
事
務
所
」（
南
大
塚

二-

三
六-

二
）
は
ま
だ
馴
染
み
の
な
い
場

所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
郷
土
資
料
館
で
行
っ

て
い
た
小
学
生
の
郷
土
学
習
「
む
か
し
の

く
ら
し
」
展
示
を
、
勤
労
福
祉
会
館
で
は

な
く
セ
ン
タ
ー
ス
ク
エ
ア
で
実
施
し
た
た

め
、
こ
う
い
っ
た
展
示
を
初
め
て
観
覧
さ

れ
た
と
い
う
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
南
大
塚
の
地
域
文
化
創
造
館

で
開
催
し
た「
豊
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
」

に
も
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

博
物
館
は
、「
地
域
の
蔵
」
と
し
て
常

置
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、

時
に
は
い
つ
も
と
は
異
な
る
場
所
で
展
示

や
講
座
を
行
い
、
新
し
い
方
々
に
見
て
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
、
改
め
て
感
じ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
編
集
　
髙
木
）
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豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

　豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作

家
た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、

童
謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に

わ
た
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百

名
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ

か
り
の
作
家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

蔵
出
し
！
展
と
小
熊
秀
雄

お

ぐ
ま

ひ
で

お

１：蔵出し！展会場写真　ケース内の中央は寺田政明が描いた
《小熊秀雄像》。その右は小熊の描いた《寺田政明像（1）》。

２：小熊秀雄《激情（自画像）》、1930年代、インク・紙　
中：小熊秀雄《夕陽の立教大学》1935年、油彩・カンヴァス
左：寺田政明《小熊秀雄像》1935年、水彩・インク・紙　掲載は全て豊島区蔵
＊《夕陽の立教大学》については『かたりべ』94号に作品解説があります。

1955年、本牧亭怪談の夜にて。宇陀児(左)と乱歩(右)
木下里美氏提供

右下のつくしの絵も宇陀児自身が描いた。
個人蔵

➡
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豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

第
３
弾
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜

収
蔵
品
展
２
０
１
６
〜
」
は
、
美
術
、
文
学
・

マ
ン
ガ
、
郷
土
資
料
の
３
分
野
合
同
の
初
の
展

覧
会
と
し
て
、
一
月
二
九
日
（
金
）
〜
二
月
五

日
（
金
）、
区
庁
舎
一
階
と
し
ま
セ
ン
タ
ー
ス

ク
エ
ア
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
九
日
間
で
延
べ

三
、六
三
四
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
は
小
学
校
三
年
生
（
一
〇
校
六
六
六

名
）
が
郷
土
学
習
の
授
業
で
「
む
か
し
の
く
ら

し
」
の
展
示
見
学
と
体
験
学
習
を
行
い
、
連
日

大
賑
わ
い
で
し
た
。
会
場
で
は
ク
イ
ズ
＆
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
参
加
型
の
展
示
も
試
み
ま
し
た
。

ま
た
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
②
大
八
車
・

天て
ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒
・
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
体
験
、
③
蓄ち

く
お
ん
き

音
器

の
Ｓ
Ｐ
盤ば

ん

レ

コ
ー
ド
鑑
賞
、

④
紙
芝
居

「
ち
い
さ
い

桶
」
の
実
演
、

⑤
昔
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
、

⑥
美
術
展
示

の
ナ
イ
ト
ツ

ア
ー
、
⑦
坪
田
譲
治
文
学
特
集
展
示
（
中
央
図

書
館
）
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
連
日
実
施
し
、
刊
行

物
や
絵
は
が
き
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
一
五
八
）
を
み
る
と
、

四
〇
代
と
六
〇
代
が
各
20
％
強
、
五
〇
代
と

七
〇
代
が
各
18
％
で
中
高
年
の
世
代
が
80
％
を

占
め
、
ひ
と
り
で
の
見
学
が
63
％
と
多
く
、
続

い
て
親
子
12
％
、
夫
婦
11
％
で
し
た
。

ま
た
区
内
在
住
が
40
％
、
区
外
二
三
区
在
住

が
38
％
と
近
隣
か
ら
の
来
場
者
が
多
く
、
企
画

展
を
知
っ
た
理
由
と
し
て
「
知
人
・
友
人
の
紹

介
」
21
％
、「
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
」
21
％
、

「
チ
ラ
シ
を
見
て
」
18
％
の
順
で
し
た
。

二
〇
代
・
三
〇
代
の
若
い
世
代
の
関
心
を
集

め
、
よ
り
広
く
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
口

コ
ミ
の
活
用

が
重
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

展
示
内
容

に
つ
い
て

は
、「
大
変

よ
か
っ
た
」

61
％
、「
よ
か
っ
た
」
37
％
と
多
く
の
方
か
ら

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
内
の
「
新
し

い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
三
三
枚
）
と

あ
わ
せ
て
見
学
者
の
声
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
触
れ
る
展
示
が
あ
り
、

子
連
れ
で
も
楽
し
め
ま
し
た
。（
40
代
）

◇
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
各
作
品
を
初
め
て
見

ま
し
た
。
作
家
の
思
い
や
絵
の
力
強
さ
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。（
50
代
）

◇
山
高
登
氏
の
（『
び
わ
の
実
学
校
』）
表
紙
画

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

◇
終
戦
後
の
池
袋
駅
周
辺
の
写
真
、
小
学
校
教

科
書
等
貴
重
な
記
録
を
拝
見
出
来
、
良
か
っ
た
。

こ
の
様
な
収
蔵
品
を
是
非
次
世
代
に
残
し
学
習

さ
せ
て
ほ
し

い
。（
70
代
）

◇
鈴
木
信
太

郎
記
念
館
が

オ
ー
プ
ン
す

る
際
に
詳
し

い
展
覧
会
を

希
望
し
ま
す
。

（
50
代
）

◇
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
楽
し
め
る
よ
う
に
展

示
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
の
解
説
が
わ
か
り
や
す

い
。（
50
代
）

◇
美
術
と
、
暮
ら
し
と
、
文
学
と
、
豊
島
区
に

愛
着
が
わ
く
大
変
す
ば
ら
し
い
展
覧
会
だ
と
思

い
ま
し
た
。（
30
代
）

◇
豊
島
区
は
よ
く
（
池
袋
）
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
割
に
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

美
術
館
が
な
い
の
が
残
念
。（
50
代
）

◇
期
間
が
短
く
も
っ
た
い
な
い
。
恒
常
的
な
展

示
室
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。（
50
代
）

◇
豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
早
期
実
現
を
願
い

ま
す
。（
50
代
）

今
回
の
企
画
展
の
成
果
と
課
題
を
、
今
後
の

新
館
準
備
に
活
か
し
、
区
の
文
化
遺
産
の
継
承

と
公
開
に
努

め
て
ま
い
り

ま
す
。
寄
贈

者
・
関
係
者

の
皆
様
を
は

じ
め
、
協
力

者
の
皆
様
に

改
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　（郷
土

　横
山
）

3

左
に
示
し
た
二
枚
の
写
真
は
、
ほ
ぼ
同
じ
地

点
か
ら
撮
影
し
た
一
九
六
〇
年
前
後
と
現
在

（
二
〇
一
六
年
二
月
撮
影
）
の
豊
島
区
南
大
塚

二
丁
目
三
六
番
街
区
付
近
の
様
子
で
す
。
地
図

に
示
し
た
＊
印
は
撮
影
地
点
を
、
↓
印
は
撮
影

方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
区
に
は
、
現
在
、
都
営
南
大
塚
二
丁

目
ア
パ
ー
ト
、
区
立
南
大
塚
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、

東
京
都
と
豊
島
区
に
関
連
す
る
諸
施
設
が
あ
り

ま
す
が
、
今
か
ら
五
〇
年
ほ
ど
前
に
は
都
電
大

塚
車
庫
が
所
在
し
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
「
市
電
」
の
時
代
、
一
九
二
五
（
大
正

一
四
）
年
に
大
塚
車
庫
は
完
成
し
ま
し
た
。
車

庫
営
業
所
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
三
階
建
て
で
、

当
時
と
し
て
は
堂
々
と
し
た
目
立
つ
建
物
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。「
大
正
時
代
に
造
ら
れ
た

車
庫
営
業
所
の
建
物
は
重
厚
な
赤
レ
ン
ガ
と
御

影
石
造
り
で
、
天
井
が
４
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

本
格
的
な
西
洋
建
築
で
し
た
。
建
物
表
面
の
ル

ネ
サ
ン
ス
風
レ
リ
ー
フ
や
ア
ー
チ
形
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
な
ど
、
子
供
の
私
の
目
に
も
と
て
も
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
で
、映
画
や
テ
レ
ビ
で
見
る
『
外
国
』

そ
の
も
の
で
し
た
。」
と
か
つ
て
の
思
い
出
を

語
る
人
も
い
ま
す
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
電
車
小

僧
の
写
真
館
」
所
収
「
大
塚
今
昔
」
よ
り
）。

ま
た
、
か
つ
て
豊
島
区
内
に
あ
っ
た
都
電
巣

鴨
車
庫
と
駒
込
車
庫
が
戦
災
に
よ
っ
て
建
て
替

え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
耐
火
建

築
だ
っ
た
大
塚
車
庫
は
、
戦
時
下
の
空
襲
を
耐

え
抜
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一
九
七
一
年
三
月
に

車
庫
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
ま
で
、
一
六
系

統
（
大
塚
駅
前
―
錦
糸
町
駅
前
）
と
一
七
系
統

（
池
袋
駅
前
―
数
寄
屋
橋
）
の
車
両
基
地
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
一
九
六
二
年
を

基
準
、
ま
た
一
七
系
統
は
一
九
六
九
年
一
〇
月

廃
線
）。
つ
ま
り
、
現
在
の
都
バ
ス
「
都
０
２
」

系
統
【
大
塚
駅
前
―
錦
糸
町
駅
前
】
の
前
身
は

都
電
一
六
系
統
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
塚
車
庫
の
跡
地
に
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
一
四
階
建
て
の
都
営
ア
パ
ー
ト

二
棟
を
は
じ
め
、
東
京
都
お
よ
び
豊
島
区
の
公

共
施
設
が
配
置
さ
れ
、
再
開
発
後
の
新
た
な
あ

ゆ
み
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
休
館
中
の
郷
土
資
料
館
の

仮
事
務
所
は
、
ま
さ
に
こ
の
都
電
大
塚
車
庫
跡

地
の
一
画
に
あ
り
ま
す
。

　
　（郷
土

　秋
山
）

実
施
報
告

企
画
展
「
蔵
出
し
！ 

と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
！

鈴木信太郎記念館プレ展示

美術分野展示

文学・マンガ分野展示

郷土資料分野展示

都電大塚車庫営業所（1971年3月17日撮影）
焼け残った車庫営業所〈1945年戦災復興
図(部分)『豊島区地域地図　第４集　改
訂版』2011年より〉
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豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

第
３
弾
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜

収
蔵
品
展
２
０
１
６
〜
」
は
、
美
術
、
文
学
・

マ
ン
ガ
、
郷
土
資
料
の
３
分
野
合
同
の
初
の
展

覧
会
と
し
て
、
一
月
二
九
日
（
金
）
〜
二
月
五

日
（
金
）、
区
庁
舎
一
階
と
し
ま
セ
ン
タ
ー
ス

ク
エ
ア
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
九
日
間
で
延
べ

三
、六
三
四
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
は
小
学
校
三
年
生
（
一
〇
校
六
六
六

名
）
が
郷
土
学
習
の
授
業
で
「
む
か
し
の
く
ら

し
」
の
展
示
見
学
と
体
験
学
習
を
行
い
、
連
日

大
賑
わ
い
で
し
た
。
会
場
で
は
ク
イ
ズ
＆
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
参
加
型
の
展
示
も
試
み
ま
し
た
。

ま
た
①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
②
大
八
車
・

天て
ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒
・
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
体
験
、
③
蓄ち

く
お
ん
き

音
器

の
Ｓ
Ｐ
盤ば

ん

レ

コ
ー
ド
鑑
賞
、

④
紙
芝
居

「
ち
い
さ
い

桶
」
の
実
演
、

⑤
昔
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
、

⑥
美
術
展
示

の
ナ
イ
ト
ツ

ア
ー
、
⑦
坪
田
譲
治
文
学
特
集
展
示
（
中
央
図

書
館
）
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
連
日
実
施
し
、
刊
行

物
や
絵
は
が
き
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
数
一
五
八
）
を
み
る
と
、

四
〇
代
と
六
〇
代
が
各
20
％
強
、
五
〇
代
と

七
〇
代
が
各
18
％
で
中
高
年
の
世
代
が
80
％
を

占
め
、
ひ
と
り
で
の
見
学
が
63
％
と
多
く
、
続

い
て
親
子
12
％
、
夫
婦
11
％
で
し
た
。

ま
た
区
内
在
住
が
40
％
、
区
外
二
三
区
在
住

が
38
％
と
近
隣
か
ら
の
来
場
者
が
多
く
、
企
画

展
を
知
っ
た
理
由
と
し
て
「
知
人
・
友
人
の
紹

介
」
21
％
、「
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
て
」
21
％
、

「
チ
ラ
シ
を
見
て
」
18
％
の
順
で
し
た
。

二
〇
代
・
三
〇
代
の
若
い
世
代
の
関
心
を
集

め
、
よ
り
広
く
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
口

コ
ミ
の
活
用

が
重
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

展
示
内
容

に
つ
い
て

は
、「
大
変

よ
か
っ
た
」

61
％
、「
よ
か
っ
た
」
37
％
と
多
く
の
方
か
ら

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
内
の
「
新
し

い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
」

に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
三
三
枚
）
と

あ
わ
せ
て
見
学
者
の
声
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
触
れ
る
展
示
が
あ
り
、

子
連
れ
で
も
楽
し
め
ま
し
た
。（
40
代
）

◇
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
各
作
品
を
初
め
て
見

ま
し
た
。
作
家
の
思
い
や
絵
の
力
強
さ
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。（
50
代
）

◇
山
高
登
氏
の
（『
び
わ
の
実
学
校
』）
表
紙
画

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

◇
終
戦
後
の
池
袋
駅
周
辺
の
写
真
、
小
学
校
教

科
書
等
貴
重
な
記
録
を
拝
見
出
来
、
良
か
っ
た
。

こ
の
様
な
収
蔵
品
を
是
非
次
世
代
に
残
し
学
習

さ
せ
て
ほ
し

い
。（
70
代
）

◇
鈴
木
信
太

郎
記
念
館
が

オ
ー
プ
ン
す

る
際
に
詳
し

い
展
覧
会
を

希
望
し
ま
す
。

（
50
代
）

◇
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
楽
し
め
る
よ
う
に
展

示
さ
れ
て
い
た
。
歴
史
の
解
説
が
わ
か
り
や
す

い
。（
50
代
）

◇
美
術
と
、
暮
ら
し
と
、
文
学
と
、
豊
島
区
に

愛
着
が
わ
く
大
変
す
ば
ら
し
い
展
覧
会
だ
と
思

い
ま
し
た
。（
30
代
）

◇
豊
島
区
は
よ
く
（
池
袋
）
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
割
に
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

美
術
館
が
な
い
の
が
残
念
。（
50
代
）

◇
期
間
が
短
く
も
っ
た
い
な
い
。
恒
常
的
な
展

示
室
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。（
50
代
）

◇
豊
島
区
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
早
期
実
現
を
願
い

ま
す
。（
50
代
）

今
回
の
企
画
展
の
成
果
と
課
題
を
、
今
後
の

新
館
準
備
に
活
か
し
、
区
の
文
化
遺
産
の
継
承

と
公
開
に
努

め
て
ま
い
り

ま
す
。
寄
贈

者
・
関
係
者

の
皆
様
を
は

じ
め
、
協
力

者
の
皆
様
に

改
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　（郷
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山
）
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左
に
示
し
た
二
枚
の
写
真
は
、
ほ
ぼ
同
じ
地

点
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ら
撮
影
し
た
一
九
六
〇
年
前
後
と
現
在

（
二
〇
一
六
年
二
月
撮
影
）
の
豊
島
区
南
大
塚

二
丁
目
三
六
番
街
区
付
近
の
様
子
で
す
。
地
図

に
示
し
た
＊
印
は
撮
影
地
点
を
、
↓
印
は
撮
影

方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
街
区
に
は
、
現
在
、
都
営
南
大
塚
二
丁

目
ア
パ
ー
ト
、
区
立
南
大
塚
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、

東
京
都
と
豊
島
区
に
関
連
す
る
諸
施
設
が
あ
り

ま
す
が
、
今
か
ら
五
〇
年
ほ
ど
前
に
は
都
電
大

塚
車
庫
が
所
在
し
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
「
市
電
」
の
時
代
、
一
九
二
五
（
大
正

一
四
）
年
に
大
塚
車
庫
は
完
成
し
ま
し
た
。
車

庫
営
業
所
は
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
三
階
建
て
で
、

当
時
と
し
て
は
堂
々
と
し
た
目
立
つ
建
物
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
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大
正
時
代
に
造
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れ
た

車
庫
営
業
所
の
建
物
は
重
厚
な
赤
レ
ン
ガ
と
御

影
石
造
り
で
、
天
井
が
４
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る

本
格
的
な
西
洋
建
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で
し
た
。
建
物
表
面
の
ル

ネ
サ
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ス
風
レ
リ
ー
フ
や
ア
ー
チ
形
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
な
ど
、
子
供
の
私
の
目
に
も
と
て
も
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
で
、映
画
や
テ
レ
ビ
で
見
る
『
外
国
』

そ
の
も
の
で
し
た
。」
と
か
つ
て
の
思
い
出
を

語
る
人
も
い
ま
す
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
電
車
小

僧
の
写
真
館
」
所
収
「
大
塚
今
昔
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よ
り
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ま
た
、
か
つ
て
豊
島
区
内
に
あ
っ
た
都
電
巣

鴨
車
庫
と
駒
込
車
庫
が
戦
災
に
よ
っ
て
建
て
替

え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
耐
火
建

築
だ
っ
た
大
塚
車
庫
は
、
戦
時
下
の
空
襲
を
耐

え
抜
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一
九
七
一
年
三
月
に

車
庫
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
ま
で
、
一
六
系

統
（
大
塚
駅
前
―
錦
糸
町
駅
前
）
と
一
七
系
統

（
池
袋
駅
前
―
数
寄
屋
橋
）
の
車
両
基
地
と
し

て
機
能
し
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
一
九
六
二
年
を

基
準
、
ま
た
一
七
系
統
は
一
九
六
九
年
一
〇
月

廃
線
）。
つ
ま
り
、
現
在
の
都
バ
ス
「
都
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」

系
統
【
大
塚
駅
前
―
錦
糸
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駅
前
】
の
前
身
は

都
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一
六
系
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と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
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車
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に
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ト
造
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建
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ト
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を
は
じ
め
、
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び
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の
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共
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設
が
配
置
さ
れ
、
再
開
発
後
の
新
た
な
あ

ゆ
み
を
始
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る
こ
と
に
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り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
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中
の
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資
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の
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は
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ま
さ
に
こ
の
都
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大
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一
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り
ま
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➡

➡
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あ
れ
を
見
た
い
、
こ
れ
を
研
究
し
た
い
、
そ

れ
を
教
材
に
し
た
い
等
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

郷
土
資
料
館
で
は
、
資
料
を
活
用
し
や
す
い
形

に
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
一
九
八
四

年
に
開
館
し
、
現
在
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
の

う
ち
約
三
万
点
の
資
料
は
、旧
第
十
中
学
校（
千

早
四
丁
目
）
に
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
調

査
員
と
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
作
業
に
携
わ
っ
た
調
査
員
の

「
ひ
と
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。
表
だ
っ
た
場

所
で
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
し
た
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
が
、
今
後
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
資
料
の
保
管
を
、
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
こ
と

も
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（福
岡
）

■
薄
暗
い
廊
下
と
教
室
に
、
と
こ
ろ
せ
ま
し
と

収
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
。
収
蔵
庫
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
旧
校
舎
で
の
作
業
と
い
う

こ
と
で
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
郷
土
の

歴
史
や
文
化
に
か
か
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
、

楽
し
く
、
ま
た
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。（
岩
崎
）

■
展
示
会
で
、「
よ
く
こ
こ
ま
で
集
め
ま
し
た

ね
」
と
展
示
資
料
を
見
た
見
学
者
の
声
が
、
印

象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
収
蔵
庫
に

は
展
示
し
た
資
料
の
何
十
倍
も
の
資
料
が
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
資
料
の
な
か
か
ら
、

折
々
の
展
示
に
適
し
た
資
料
を
選
択
で
き
る
の

は
、
先
輩
の
調
査
員
の
方
々
が
継
続
し
た
成
果

で
、
調
査
員
と
し
て
間
近
で
学
び
携
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　（上
田
）

■
多
く
の
農
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
都
市
化
し
た
豊
島
区
か
ら
は
想
像
も
で
き
ま

せ
ん
が
、
む
か
し
は
農
業
地
帯
だ
っ
た
の
で
す
。

今
は
失
わ
れ
た
も
の
を
調
査
し
、
保
存
し
て
い

く
こ
と
に
遣
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
太
田
）

■
「
虫
に
も
負
け
ず
、
カ
ビ
に
も
負
け
ず
、
夏

の
湿
気
に
も
冬
の
乾
燥
に
も
負
け
な
い
、
そ
う

い
う
調
査
員
で
あ
り
た
い
」

　
　
　

 

（
佐
久
間
）

■
カ
タ
、
カ
タ
、
カ
タ
、
カ
タ
・
・
・
・
。
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
足
踏
み

ミ
シ
ン
。
企
画
展
で
の
実
演
で
は
、
多
く
の
方

に
な
つ
か
し
ん
で
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
初
め
て
目
に
す
る
小
学
生
も
い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
使
っ
て
い
た
・
・
、
母
親
が
・
・
祖

母
が
・
・
と
、
自
分
と
関
係
す
る
人
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
と
一
緒
に
、
実
演
す
る
わ
た
く

し
の
と
こ
ろ
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
野
）

■
思
い
返
す
と
、
資
料
整
理
の
道
具
が
無
い
、

資
料
を
収
蔵
す
る
棚
が
無
い
、
作
業
す
る
仲
間

と
試
行
錯
誤
の
業
務
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
多

く
の
こ
と
を
資
料
か
ら
教
え
ら
れ
学
ん
だ
整
理

作
業
。
携
わ
っ
た
人
た
ち
の
努
力
で
、
資
料
の

名
称
を
入
力
す
る
と
、
収
蔵
場
所
・
保
管
状
況

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
。
今
後
、
資
料
の
活
用
が
広
が
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（広
瀬
）

■
寄
贈
さ
れ
て
い
た
大
八
車
は
、
一
部
の
部
品

（
車
輪
の
オ
ト
シ
）
が
な
か
っ
た
た
め
、
世
田

谷
区
立
次
大
夫
堀
公
園
民
家
園
の「
鍛
冶
の
会
」

に
製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
館
と
の
協

力
を
経
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
大
八
車
は
荷
物

を
載
せ
て
公
開
さ
れ
、
希
望
者
が
曳
く
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
も
の
自
体
だ
け
を
残
す
の
で
は

な
く
、
動
い
て
い
た
記
憶
も
残
し
て
い
き
た
い
、

と
心
か
ら
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
　（松
浦
）

■
資
料
の
水
洗
い
は
、
全
て
の
資
料
で
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
た
ま
っ
た
埃
や
汚
れ
を

取
り
去
る
こ
と
で
、
資
料
は
見
違
え
る
ほ
ど
綺

麗
に
な
り
ま
す
。
資
料
が
綺
麗
に
な
る
と
、
収

蔵
庫
も
清
潔
に
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
等
、
思
い

知
ら
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
資
料
の
保

存
に
対
し
て
、
積
極
的
に
実
践
で
き
る
と
い
っ

た
環
境
に
い
た
こ
と
は
、
我
々
や
資
料
に
と
て

も
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　（三
村
）

■
調
査
員
の
中
で
一
番
年
少
の
わ
た
く
し
。
民

具
資
料
を
さ
わ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た

が
、
先
輩
調
査
員
の
助
言
に
支
え
ら
れ
、
資
料

と
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
春
か
ら
大
学
院
へ
進
学
し
ま
す
が
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
作
業
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
て
、
ま
だ
見
ぬ
資
料
た
ち
と
の
出
会
い
に
胸

を
と
き
め
か
せ
、
こ
つ
こ
つ
と
成
果
を
発
表
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（山
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈郷
土
資
料
館
〉
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旧
鈴
木
家
住
宅
の
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」

は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
十
三
日

の
城

じ
ょ
う
ほ
く北

大だ
い
く
う
し
ゅ
う

空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
木
造
母
屋

の
跡
地
へ
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
木
造
平
屋
建
で
、
間
取

り
は
書
斎
棟
と
隣
接
す
る
南
東
側
に
応
接
室
を

兼
ね
た
玄
関
ホ
ー
ル
、
書
斎
棟
の
二
階
へ
上
が

る
た
め
の
階
段
室
、
南
西
側
に
茶
の
間
、
北
側

に
台
所
、
便
所
、
浴
室
な
ど
の
水
廻
り
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
、２
）

空
襲
に
よ
り
母
屋
が
焼
失
し
た
後
、
し
ば
ら

く
の
間
、
鈴
木
家
の
人
た
ち
は
、
書
斎
棟
で
生

活
を
し
ま
し
た
が
、
書
斎
棟
も
入
口
の
防
火
扉

が
開
か
な
く
な
る
等
、
不
便
な
点
も
多
く
、
新

た
な
住
居
の
建
設
は
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
、

信
太
郎
は
、
空
襲
の
一
ヶ
月
後
に
は
書
斎
棟
の

二
階
を
設
計
し
た
建
築
家
の
粟あ

わ
や谷
鶉じ

ゅ
ん
じ二
に
設
計

の
相
談
・
依
頼
を
行
い
、
同
年
十
月
に
は
茶
の

間
・
ホ
ー
ル
棟
の
設
計
図
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
終
戦
直
後
の
住
宅
事
情
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

十
一
月
に
戦
時
中
に
設
け
ら
れ
た
各
種
建
築
統

制
は
効
力
を
失
っ
た
も
の
の
、
住
宅
を
建
設
す

る
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
が
住
宅
面
積
の
制
限

で
す
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月
に

「
臨り

ん
じ時

建け
ん
ち
く
と
う
せ
い
げ
ん
れ
い

築
等
制
限
令
」
が
公
布
さ
れ
、
十
五

坪
（
約
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
住
宅

の
新
築
・
改
築
・
増
築
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
茶

の
間
・
ホ
ー
ル
棟
の
建
設
時
期
は
公
布
前
で
す

が
、
必
要
最
小
限
の
諸
室
を
十
四
坪
二
合
三

勺し
ゃ
くに
収
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
建
築
制
限
以
上
に
問
題
と
な
っ
た
の

が
、
深
刻
な
建
築
用
資
材
不
足
で
し
た
。
当
時
、

購
入
で
き
る
材
木
は
住
宅
一
軒
に
つ
き
三
十
石

（
約
八
．
三
四
立
方
メ
ー
ト
ル
）
に
制
限
さ
れ

て
お
り
、
価
格
も
高こ

う
と
う騰

し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
信
太
郎
は
、
縁え

ん
こ故

の
材
木
商
で
あ
る

仲
本
昇
太
郎
を
通
じ
て
信
太
郎
に
加
え
て
弟
と

娘
婿
の
名
前
を
借
用
し
て
、
三
軒
分
の
材
木
を

手
配
す
る
こ
と
で
、
資
材
不
足
の
中
、
良
質
な

材
木
を
使
っ
て
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
を
建
設
し

ま
す
。
こ
の
際
、
書
斎
棟
入
口
の
防
火
扉
も
修

理
さ
れ
、
二
棟
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
材
料
と
職
人
の
調
達
は
出
来
た
も

の
の
建
物
の
内
部
ま
で
は
手
が
回
ら
ず
、
壁
は

下
塗
り
の
荒
壁
の
ま
ま
、
床
と
天
井
も
下
地
板

の
ま
ま
で
、
仕
上
げ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
約
十

年
後
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
深
刻
な
住
宅
事
情
の
中
で
建

築
家
に
設
計
を
依
頼
し
、
三
軒
分
の
資
材
か
ら

選
り
す
ぐ
っ
た
材
木
を
使
っ
て
家
を
建
て
た
こ

と
や
、
限
ら
れ
た
面
積
の
中
で
接
客
空
間
で
あ

る
ホ
ー
ル
を
広
く
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

将
来
の
増
築
を
見
据
え
て
、計
画
的
に
茶
の
間
・

ホ
ー
ル
棟
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

書
斎
棟
二
階
へ
の
階
段
の
設
置
の
他
、
台
所
の

増
築
や
水
廻
り
の
設
備
更
新
が
行
わ
れ
た
程
度

で
、
竣
工
当
初
の
姿
を
良
く
残
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
終
戦
直
後
の
復
興
建
築
は
、
高
度
経

済
成
長
期
を
境
に
大
半
が
建
て
替
え
ら
れ
て
し

ま
い
、
現
存
す
る
事
例
は
少
な
く
、
非
常
に
貴

重
な
事
例
と
い
え
ま
す
。

　
　（郷
土

　木
下
）

資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化 

〜
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
〜

データベースから資料を検索する様子

ナンバリングされた棚やケースに資料が
収蔵されている　　　　　　　　　　　

図 1　「茶の間・ホール棟」外観

図 2　「茶の間・ホール棟」平面図

図 3　玄関ホール内観

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
５
回
　
旧
鈴
木
家
住
宅
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」

　「旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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あ
れ
を
見
た
い
、
こ
れ
を
研
究
し
た
い
、
そ

れ
を
教
材
に
し
た
い
等
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

郷
土
資
料
館
で
は
、
資
料
を
活
用
し
や
す
い
形

に
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
一
九
八
四

年
に
開
館
し
、
現
在
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
の

う
ち
約
三
万
点
の
資
料
は
、旧
第
十
中
学
校（
千

早
四
丁
目
）
に
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
調

査
員
と
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
作
業
に
携
わ
っ
た
調
査
員
の

「
ひ
と
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。
表
だ
っ
た
場

所
で
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
生
み
出
し
た
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
が
、
今
後
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
と
と
も
に
、
資
料
の
保
管
を
、
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
こ
と

も
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（福
岡
）

■
薄
暗
い
廊
下
と
教
室
に
、
と
こ
ろ
せ
ま
し
と

収
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
。
収
蔵
庫
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
旧
校
舎
で
の
作
業
と
い
う

こ
と
で
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
郷
土
の

歴
史
や
文
化
に
か
か
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
、

楽
し
く
、
ま
た
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。（
岩
崎
）

■
展
示
会
で
、「
よ
く
こ
こ
ま
で
集
め
ま
し
た

ね
」
と
展
示
資
料
を
見
た
見
学
者
の
声
が
、
印

象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
収
蔵
庫
に

は
展
示
し
た
資
料
の
何
十
倍
も
の
資
料
が
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
資
料
の
な
か
か
ら
、

折
々
の
展
示
に
適
し
た
資
料
を
選
択
で
き
る
の

は
、
先
輩
の
調
査
員
の
方
々
が
継
続
し
た
成
果

で
、
調
査
員
と
し
て
間
近
で
学
び
携
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
　
　（上
田
）

■
多
く
の
農
具
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
都
市
化
し
た
豊
島
区
か
ら
は
想
像
も
で
き
ま

せ
ん
が
、
む
か
し
は
農
業
地
帯
だ
っ
た
の
で
す
。

今
は
失
わ
れ
た
も
の
を
調
査
し
、
保
存
し
て
い

く
こ
と
に
遣
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。（
太
田
）

■
「
虫
に
も
負
け
ず
、
カ
ビ
に
も
負
け
ず
、
夏

の
湿
気
に
も
冬
の
乾
燥
に
も
負
け
な
い
、
そ
う

い
う
調
査
員
で
あ
り
た
い
」

　
　
　

 

（
佐
久
間
）

■
カ
タ
、
カ
タ
、
カ
タ
、
カ
タ
・
・
・
・
。
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
足
踏
み

ミ
シ
ン
。
企
画
展
で
の
実
演
で
は
、
多
く
の
方

に
な
つ
か
し
ん
で
も
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
も
ち

ろ
ん
初
め
て
目
に
す
る
小
学
生
も
い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
使
っ
て
い
た
・
・
、
母
親
が
・
・
祖

母
が
・
・
と
、
自
分
と
関
係
す
る
人
と
の
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
出
と
一
緒
に
、
実
演
す
る
わ
た
く

し
の
と
こ
ろ
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
中
野
）

■
思
い
返
す
と
、
資
料
整
理
の
道
具
が
無
い
、

資
料
を
収
蔵
す
る
棚
が
無
い
、
作
業
す
る
仲
間

と
試
行
錯
誤
の
業
務
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
多

く
の
こ
と
を
資
料
か
ら
教
え
ら
れ
学
ん
だ
整
理

作
業
。
携
わ
っ
た
人
た
ち
の
努
力
で
、
資
料
の

名
称
を
入
力
す
る
と
、
収
蔵
場
所
・
保
管
状
況

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
。
今
後
、
資
料
の
活
用
が
広
が
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（広
瀬
）

■
寄
贈
さ
れ
て
い
た
大
八
車
は
、
一
部
の
部
品

（
車
輪
の
オ
ト
シ
）
が
な
か
っ
た
た
め
、
世
田

谷
区
立
次
大
夫
堀
公
園
民
家
園
の「
鍛
冶
の
会
」

に
製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
他
館
と
の
協

力
を
経
て
動
く
よ
う
に
な
っ
た
大
八
車
は
荷
物

を
載
せ
て
公
開
さ
れ
、
希
望
者
が
曳
く
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
も
の
自
体
だ
け
を
残
す
の
で
は

な
く
、
動
い
て
い
た
記
憶
も
残
し
て
い
き
た
い
、

と
心
か
ら
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
　（松
浦
）

■
資
料
の
水
洗
い
は
、
全
て
の
資
料
で
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
た
ま
っ
た
埃
や
汚
れ
を

取
り
去
る
こ
と
で
、
資
料
は
見
違
え
る
ほ
ど
綺

麗
に
な
り
ま
す
。
資
料
が
綺
麗
に
な
る
と
、
収

蔵
庫
も
清
潔
に
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
等
、
思
い

知
ら
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
資
料
の
保

存
に
対
し
て
、
積
極
的
に
実
践
で
き
る
と
い
っ

た
環
境
に
い
た
こ
と
は
、
我
々
や
資
料
に
と
て

も
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　（三
村
）

■
調
査
員
の
中
で
一
番
年
少
の
わ
た
く
し
。
民

具
資
料
を
さ
わ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た

が
、
先
輩
調
査
員
の
助
言
に
支
え
ら
れ
、
資
料

と
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
春
か
ら
大
学
院
へ
進
学
し
ま
す
が
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
作
業
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か

し
て
、
ま
だ
見
ぬ
資
料
た
ち
と
の
出
会
い
に
胸

を
と
き
め
か
せ
、
こ
つ
こ
つ
と
成
果
を
発
表
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（山
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈郷
土
資
料
館
〉
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旧
鈴
木
家
住
宅
の
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」

は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
四
月
十
三
日

の
城

じ
ょ
う
ほ
く北
大だ

い
く
う
し
ゅ
う

空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
木
造
母
屋

の
跡
地
へ
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
木
造
平
屋
建
で
、
間
取

り
は
書
斎
棟
と
隣
接
す
る
南
東
側
に
応
接
室
を

兼
ね
た
玄
関
ホ
ー
ル
、
書
斎
棟
の
二
階
へ
上
が

る
た
め
の
階
段
室
、
南
西
側
に
茶
の
間
、
北
側

に
台
所
、
便
所
、
浴
室
な
ど
の
水
廻
り
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
、２
）

空
襲
に
よ
り
母
屋
が
焼
失
し
た
後
、
し
ば
ら

く
の
間
、
鈴
木
家
の
人
た
ち
は
、
書
斎
棟
で
生

活
を
し
ま
し
た
が
、
書
斎
棟
も
入
口
の
防
火
扉

が
開
か
な
く
な
る
等
、
不
便
な
点
も
多
く
、
新

た
な
住
居
の
建
設
は
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
、

信
太
郎
は
、
空
襲
の
一
ヶ
月
後
に
は
書
斎
棟
の

二
階
を
設
計
し
た
建
築
家
の
粟あ

わ
や谷
鶉じ

ゅ
ん
じ二
に
設
計

の
相
談
・
依
頼
を
行
い
、
同
年
十
月
に
は
茶
の

間
・
ホ
ー
ル
棟
の
設
計
図
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
終
戦
直
後
の
住
宅
事
情
は
深
刻
な

状
況
に
あ
り
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

十
一
月
に
戦
時
中
に
設
け
ら
れ
た
各
種
建
築
統

制
は
効
力
を
失
っ
た
も
の
の
、
住
宅
を
建
設
す

る
に
は
多
く
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
が
住
宅
面
積
の
制
限

で
す
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月
に

「
臨り

ん
じ時

建け
ん
ち
く
と
う
せ
い
げ
ん
れ
い

築
等
制
限
令
」
が
公
布
さ
れ
、
十
五

坪
（
約
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
住
宅

の
新
築
・
改
築
・
増
築
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
茶

の
間
・
ホ
ー
ル
棟
の
建
設
時
期
は
公
布
前
で
す

が
、
必
要
最
小
限
の
諸
室
を
十
四
坪
二
合
三

勺し
ゃ
くに
収
め
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
設
計
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
建
築
制
限
以
上
に
問
題
と
な
っ
た
の

が
、
深
刻
な
建
築
用
資
材
不
足
で
し
た
。
当
時
、

購
入
で
き
る
材
木
は
住
宅
一
軒
に
つ
き
三
十
石

（
約
八
．
三
四
立
方
メ
ー
ト
ル
）
に
制
限
さ
れ

て
お
り
、
価
格
も
高こ

う
と
う騰

し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
信
太
郎
は
、
縁え

ん
こ故

の
材
木
商
で
あ
る

仲
本
昇
太
郎
を
通
じ
て
信
太
郎
に
加
え
て
弟
と

娘
婿
の
名
前
を
借
用
し
て
、
三
軒
分
の
材
木
を

手
配
す
る
こ
と
で
、
資
材
不
足
の
中
、
良
質
な

材
木
を
使
っ
て
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
を
建
設
し

ま
す
。
こ
の
際
、
書
斎
棟
入
口
の
防
火
扉
も
修

理
さ
れ
、
二
棟
を
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
材
料
と
職
人
の
調
達
は
出
来
た
も

の
の
建
物
の
内
部
ま
で
は
手
が
回
ら
ず
、
壁
は

下
塗
り
の
荒
壁
の
ま
ま
、
床
と
天
井
も
下
地
板

の
ま
ま
で
、
仕
上
げ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
約
十

年
後
の
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
深
刻
な
住
宅
事
情
の
中
で
建

築
家
に
設
計
を
依
頼
し
、
三
軒
分
の
資
材
か
ら

選
り
す
ぐ
っ
た
材
木
を
使
っ
て
家
を
建
て
た
こ

と
や
、
限
ら
れ
た
面
積
の
中
で
接
客
空
間
で
あ

る
ホ
ー
ル
を
広
く
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

将
来
の
増
築
を
見
据
え
て
、計
画
的
に
茶
の
間
・

ホ
ー
ル
棟
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

書
斎
棟
二
階
へ
の
階
段
の
設
置
の
他
、
台
所
の

増
築
や
水
廻
り
の
設
備
更
新
が
行
わ
れ
た
程
度

で
、
竣
工
当
初
の
姿
を
良
く
残
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
終
戦
直
後
の
復
興
建
築
は
、
高
度
経

済
成
長
期
を
境
に
大
半
が
建
て
替
え
ら
れ
て
し

ま
い
、
現
存
す
る
事
例
は
少
な
く
、
非
常
に
貴

重
な
事
例
と
い
え
ま
す
。

　
　（郷
土

　木
下
）

資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化 

〜
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
〜

データベースから資料を検索する様子

ナンバリングされた棚やケースに資料が
収蔵されている　　　　　　　　　　　

図 1　「茶の間・ホール棟」外観

図 2　「茶の間・ホール棟」平面図

図 3　玄関ホール内観

「
旧
鈴
木
家
住
宅
」
の
資
料
た
ち

第
５
回
　
旧
鈴
木
家
住
宅
「
茶
の
間
・
ホ
ー
ル
棟
」

　「旧
鈴
木
家
住
宅
」
は
、
豊
島
区
東
池
袋
五
丁
目

に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造
物
で
、
正
確
に
は
「
豊
島

区
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
旧
鈴
木
家
住
宅
」

と
い
う
名
称
で
す
。
現
在
豊
島
区
で
は
、
こ
の
建
物

を
改
修
・
整
備
し
て
「（
仮
称
）
鈴
木
信
太
郎
記
念
館
」

を
開
設
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。



1

本
年
一
月
二
九
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
豊
島
区
庁
舎
セ
ン
タ
ー
ス
ク

エ
ア
で
開
催
し
た
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
収
蔵
品
展

２
０
１
６
〜
」
に
は
、
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
島
区
の
美
術
作
品
と
い
え
ば
、
ま
ず
最
初
に
小
熊
秀
雄
の
《
夕
陽
の

立
教
大
学
》
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
区
の
所
蔵
品
第
一
号
で
あ
り
、

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
を
象
徴
す
る
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
新
た
に
収
蔵
し
た
作
品
を
多
く
ご
覧
い
た
だ
き
、《
夕
陽
の
立
教
大
学
》

は
展
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
小
熊
秀
雄
も
重
要
な
作
家
で
す
か
ら
、
顔

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
コ
ー
ナ
ー
に
作
品
を
並
べ
て
い
ま
す
（
図
1
）。

小
熊
の
風
貌
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
か
に
《
激
情
（
自
画
像
）》

と
い
う
イ
ン
ク
で
描
か
れ
た
作
品
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。
ガ
ラ
ス
に
自

ら
の
こ
ぶ
し
を
打
ち
込
み
、
血
を
飛
び
散
ら
せ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は

池
袋
の
行
き
つ
け
の
飲
み
屋
の
看
板
娘
に
袖
に
さ
れ
た
た
め
の
行
動
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
作
も
、
作
家
た
ち
が
行
き
交
い
、
熱
気
が
渦
巻
く

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
く
れ
る
作
品
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
詩
人
で
も
絵
か
き
で
も
あ
っ
た
小
熊
の
油
彩
作
品
は
、
ほ
ん
の
数
点

し
か
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
紙
に
イ
ン
ク
で
速
写
し
た
こ
の
よ

う
な
作
品
は
、
劣
化
し
や
す
く
取
り
扱
い
が
難
し
い
の
で
す
が
、
比
較
的

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、《
夕
陽
の
立
教
大
学
》
は
現
在
、「
画
家
の
詩
、
詩
人
の
絵
」
と

い
う
展
覧
会
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
四
月
九
日
か
ら
六
月

一
二
日
ま
で
足
利
市
立
美
術
館
で
、
そ
の
後
小
熊
の
出
身
地
北
海
道
で
は

函
館
美
術
館
に
巡
回
し
ま
す
。
所
蔵
品
は
、
こ
う
し
て
旅
に
出
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（美
術
・
小
林
）

6

探
偵
小
説
家

　大
お
お
し
た下
宇う

だ

る
陀
児

【
宇
陀
児
の
生
い
立
ち
】

今
年
、
生
誕
一
二
〇
年
、
没
後
五
〇
年

を
迎
え
る
探
偵
小
説
家
の
大
下
宇
陀
児
は
、

一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
一
月
一
五
日
に

長
野
県
上か

み
い
な
ぐ
ん

伊
那
郡
箕み

の
わ
ま
ち

輪
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

九
州
帝
大
工
学
部
を
卒
業
後
、
農
商
務
省
の
臨

時
窒
素
研
究
所
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
一
九
二
五

（
大
正
一
四
）
年
四
月
、
雑
誌
『
新
青
年
』
に

処
女
作
「
金
口
の
巻ま

き
た
ば
こ

煙
草
」
を
発
表
し
ま
す
。

宇
陀
児
よ
り
二
年
先
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
江え

ど
が
わ

戸
川

乱ら
ん
ぽ歩

ら
と
共
に
、
日
本
の
創
作
探
偵
小
説
の
勃

興
期
か
ら
活
躍
し
、「
市
街
自
動
車
」
や
「
蛭ひ

る

川か
わ

博
士
」
等
の
作
品
を
次
々
に
発
表
、
一
躍
人

気
作
家
と
な
り
ま
す
。
全
盛
期
に
は
一
か
月
で

最
高
二
七
〇
枚
の
原
稿
を
執
筆
し
、
こ
れ
ま
で

に
長
短
編
合
わ
せ
三
百
作
品
以
上
を
発
表
し
て

い
ま
す
。

創
作
活
動
以
外
に
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
二
十

の
扉
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
解
答
者
を
務
め
る
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
し
ま
し
た
。

【
豊
島
区
の
二
大
探
偵
小
説
家
】

宇
陀
児
が
池
袋
の
東
口（
雑
司
ケ
谷
五
丁
目
）

に
転
居
し
て
き
た
の
は
、一
九
三
四
（
昭
和
九
）

年
の
こ
と
で
し
た
。
以
来
、
三
十
年
間
に
わ
た

り
、
同
地
に
住
み
続
け
ま
す
。
偶
然
に
も
時
を

同
じ
く
し
て
池
袋
の
西
口
（
池
袋
三
丁
目
）
に

は
江
戸
川
乱
歩
が
転
居
し
て
き
ま
す
。
二
人
の

自
宅
は
徒
歩
一
五
分
ほ
ど
の
距
離
に
あ
り
、
宇

陀
児
は
犬
の
散
歩
が
て
ら
乱
歩
邸
に
立
ち
寄
り
、

乱
歩
も
宇
陀
児
の
家
に
訪
れ
て
は
将
棋
を
指
す

な
ど
、
両
者
は
お
互
い
の
家
を
行
き
来
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

【
感
情
の
探
究
者
】

宇
陀
児
の
作
風
は
、
社
会
風
俗
を
巧
み
に
取

り
入
れ
、
犯
行
動
機
や
人
間
心
理
を
丁
寧
に
描

く
も
の
で
、
犯
罪
小
説
の
先
駆
と
な
る
よ
う
な

作
品
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

乱
歩
は
宇
陀
児
に
対
し
、「
我
々
探
偵
作
家

の
仲
間
で
、
感
情
や
雰
囲
気
に
興
味
を
感
じ
、

そ
の
取
扱
い
に
優
れ
て
い
る
点
で
、
大
下
君
の

右
に
出
ず
る
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
は
一
面
で
は
実
に
行
届
い
た
「
人
情
」
の
作

家
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
日
常
的
で
な
い
、
尋

常
で
な
い
「
感
情
」
へ
の
広
い
範
囲
に
亙
っ
た

熱
心
な
探
検
家
で
も
あ
る
。」（『
読
売
新
聞
』

一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
四
月
三
十
日
）
と
評

し
て
い
ま
す
。

〈
誰
も
私
は
羨
ま
な
い 

誰
も
私
を
羨
ま
な
い
〉

こ
れ
は
、
宇
陀
児
が
色
紙
に
書
き
記
し
た
言

葉
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
、ミ
ス
テ
リ
ー
（
謎
）

の
要
素
が
重
視
さ
れ
る
探
偵
小
説
界
に
お
い
て
、

人
間
の
感
情
を
追
及
す
る
こ
と
を
信
念
と
し
、

独
自
の
路
線
を
突
き
進
ん
だ
宇
陀
児
の
想
い
が

表
れ
て
い
ま
す
。

　（文
学
・
マ
ン
ガ

　安
達
）

かたりべ
豊島区立郷土資料館・ミュージアム開設準備だより

119

『
か
た
り
べ
』
一
一
九
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
郷
土
資
料
館
が
休
館
し
、
事

務
所
が
南
大
塚
に
移
転
し
て
、
は
や
三
か

月
が
経
ち
ま
し
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
去
る
一
月
二
九
日
よ
り

二
月
五
日
ま
で
、
本
庁
舎
と
し
ま
セ
ン
タ

ー
ス
ク
エ
ア
に
て
「
蔵
出
し
！
と
し
ま
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
〜
収
蔵
品
展
２
０
１
６
〜
」

を
開
催
し
、
職
員
は
そ
ち
ら
に
出
向
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
区
民
の
方
々
に

も
「
郷
土
資
料
館
仮
事
務
所
」（
南
大
塚

二-

三
六-

二
）
は
ま
だ
馴
染
み
の
な
い
場

所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
郷
土
資
料
館
で
行
っ

て
い
た
小
学
生
の
郷
土
学
習
「
む
か
し
の

く
ら
し
」
展
示
を
、
勤
労
福
祉
会
館
で
は

な
く
セ
ン
タ
ー
ス
ク
エ
ア
で
実
施
し
た
た

め
、
こ
う
い
っ
た
展
示
を
初
め
て
観
覧
さ

れ
た
と
い
う
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
南
大
塚
の
地
域
文
化
創
造
館

で
開
催
し
た「
豊
島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
座
」

に
も
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

博
物
館
は
、「
地
域
の
蔵
」
と
し
て
常

置
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
が
、

時
に
は
い
つ
も
と
は
異
な
る
場
所
で
展
示

や
講
座
を
行
い
、
新
し
い
方
々
に
見
て
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
、
改
め
て
感
じ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
編
集
　
髙
木
）

編 

集 

後 

記
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豊
島
区
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

　豊
島
区
で
は
、
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
著
名
な
作

家
た
ち
が
暮
ら
し
、
集
い
、
活
発
な
創
作
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
大
衆
文
学
、
詩
歌
、
児
童
文
学
、

童
謡
、
童
画
、
マ
ン
ガ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に

わ
た
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
作
家
だ
け
で
も
百

名
以
上
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ

か
り
の
作
家
ひ
と
り
ひ
と
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

蔵
出
し
！
展
と
小
熊
秀
雄

お

ぐ
ま

ひ
で

お

１：蔵出し！展会場写真　ケース内の中央は寺田政明が描いた
《小熊秀雄像》。その右は小熊の描いた《寺田政明像（1）》。

２：小熊秀雄《激情（自画像）》、1930年代、インク・紙　
中：小熊秀雄《夕陽の立教大学》1935年、油彩・カンヴァス
左：寺田政明《小熊秀雄像》1935年、水彩・インク・紙　掲載は全て豊島区蔵
＊《夕陽の立教大学》については『かたりべ』94号に作品解説があります。
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